
（操作講習の講習事項） （操作講習の講習事項）
第６条 法第５条の５第１項に規定する講習（以下「技能講習」という。）のうち、令第28条第２


項

の表の猟銃の操作の科目の項に掲げる事項についての講習（以下この条において「操作講習」
という。）は、当該操作講習を受ける者に、次の各号に掲げる動作について、それぞれ当該各号
に定める回数行わせた後、射台において実包の装塡及び抜出し並びに実射をさせることによつ
て行うものとする。

第６条 法第５条の５第１項に規定する講習（以下「技能講習」という。）のうち、令第21条第２


項

の表の猟銃の操作の科目の項に掲げる事項についての講習（以下この条において「操作講習」
という。）は、当該操作講習を受ける者に、次の各号に掲げる動作について、それぞれ当該各号
に定める回数行わせた後、射台において実包の装塡及び抜出し並びに実射をさせることによつ
て行うものとする。

［～ 略］ ［～ 同左］
［２・３ 略］ ［２・３ 同左］
（散弾銃射撃講習の講習事項） （散弾銃射撃講習の講習事項）
第７条 技能講習のうち、令第28条第２項


の表の猟銃の射撃の科目の項に掲げる事項についての

講習であつて散弾銃によるもの（以下この条において「散弾銃射撃講習」という。）は、トラッ
プ射撃又はスキート射撃により行うものとする。

第７条 技能講習のうち、令第21条第２項


の表の猟銃の射撃の科目の項に掲げる事項についての
講習であつて散弾銃によるもの（以下この条において「散弾銃射撃講習」という。）は、トラッ
プ射撃又はスキート射撃により行うものとする。

［２～６ 略］ ［２～６ 同左］
（ライフル銃等射撃講習の講習事項） （ライフル銃等射撃講習の講習事項）
第８条 技能講習のうち、令第28条第２項


の表の猟銃の射撃の科目の項に掲げる事項についての

講習であつて散弾銃以外の猟銃によるもの（以下この条において「ライフル銃等射撃講習」と
いう。）は、次に掲げる射撃姿勢（銃身を架台、土のう等に依託する場合を含む。）のうち１以上
の射撃姿勢により行うものとする。

第８条 技能講習のうち、令第21条第２項


の表の猟銃の射撃の科目の項に掲げる事項についての
講習であつて散弾銃以外の猟銃によるもの（以下この条において「ライフル銃等射撃講習」と
いう。）は、次に掲げる射撃姿勢（銃身を架台、土のう等に依託する場合を含む。）のうち１以上
の射撃姿勢により行うものとする。

［～ 略］ ［～ 同左］
［２～４ 略］ ［２～４ 同左］
（技能講習の修了認定） （技能講習の修了認定）
第11条 令第29条


による認定は、令第28条第２項


の表の上欄に掲げる科目ごとに同表の下欄に掲

げる事項について第６条から第９条までに定めるところにより行つた技能講習の課程を終了
し、都道府県公安委員会等が当該事項を修得したと認定した者に対して行うものとする。

第11条 令第22条


による認定は、令第21条第２項


の表の上欄に掲げる科目ごとに同表の下欄に掲
げる事項について第６条から第９条までに定めるところにより行つた技能講習の課程を終了
し、都道府県公安委員会等が当該事項を修得したと認定した者に対して行うものとする。

（考査の合格基準等） （考査の合格基準等）
第12条 第１条の規定は、令第33条第３項


に規定する基準について準用する。 第12条 第１条の規定は、令第26条第３項


に規定する基準について準用する。

２ 第２条から第５条までの規定は、令第33条第３項


の規定による考査について準用する。この
場合において、第５条中「都道府県公安委員会」とあるのは、「法第９条の４第１項第２号の教
習射撃指導員」と読み替えるものとする。

２ 第２条から第５条までの規定は、令第26条第３項


の規定による考査について準用する。この
場合において、第５条中「都道府県公安委員会」とあるのは、「法第９条の４第１項第２号の教
習射撃指導員」と読み替えるものとする。

３ ［略］ ３ ［同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

（ 警 備 業 の 要 件 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 警 備 業 の 要 件 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 八 年 国 家 公 安 委 員 会 規 則 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

（ 暴 力 的 不 法 行 為 そ の 他 の 罪 に 当 た る 行 為 ） （ 暴 力 的 不 法 行 為 そ の 他 の 罪 に 当 た る 行 為 ）

第 二 条 法 第 三 条 第 四 号 の 国 家 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る 行 為 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 罪 の い ず れ か

に 当 た る 行 為 と す る 。

第 二 条 ﹇ 同 上 ﹈

﹇ 一 〜 三 十 略 ﹈ ﹇ 一 〜 三 十 同 上 ﹈

令
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年
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日
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号
)

官
報






		2024-06-27T14:44:12+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



